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問18（２） 在宅医療・介護連携の推進のために必要なこと 

在宅医療・介護連携の推進のために必要だと考えることについておうかがいします。 

（必要性の高いものから順に３つまで〇） 

 

在宅医療・介護連携の推進のために必要なことについては、「連絡で困ったときの相談で

きる窓口」が40.5％で最も多く、次いで「介護側のための医療知識の取得・向上の機会」が

39.0％となっている。 

前回調査と比較すると、「医療側のための介護知識の取得・向上の機会」の割合が6.9ポイ

ント低くなっている。（図18(2)） 

【図18(2)  在宅医療・介護連携の推進のために必要なこと（経年比較）】 
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介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

110 34.5 39.1 48.2 30.9 31.8 16.4 28.2 6.4 6.4 13.6 3.6 - 0.9 8.2

地域密着型介護老人福祉施設
（地域密着型特別養護老人ホーム）

15 33.3 40.0 53.3 20.0 33.3 33.3 33.3 - 6.7 13.3 20.0 - - - 

介護老人保健施設 54 25.9 50.0 42.6 24.1 20.4 18.5 38.9 7.4 3.7 16.7 18.5 7.4 - 3.7

介護医療院・介護療養型医療施設 1 100.0 - 100.0 - - - - - - 100.0 100.0 - - - 

養護老人ホーム 8 12.5 50.0 25.0 62.5 25.0 12.5 12.5 - 25.0 12.5 - - 12.5 - 

軽費老人ホーム 15 20.0 53.3 33.3 40.0 20.0 6.7 20.0 26.7 - 13.3 13.3 - 6.7 - 

生活支援ハウス 3 33.3 33.3 100.0 33.3 33.3 - - - - 33.3 - - - - 

認知症高齢者グループホーム 156 28.8 41.0 39.7 25.0 48.7 12.8 25.6 6.4 7.1 10.9 6.4 - 1.9 7.7

有料老人ホーム 266 30.1 34.2 38.3 21.4 40.2 15.8 27.8 7.9 6.8 15.8 10.9 0.4 4.1 7.5

有料該当のサービス付き
高齢者向け住宅

27 33.3 44.4 55.6 18.5 37.0 11.1 11.1 11.1 7.4 11.1 18.5 - - 3.7

サービス付き高齢者向け住宅 94 21.3 35.1 30.9 23.4 44.7 19.1 21.3 7.4 4.3 14.9 17.0 1.1 3.2 11.7

施設別でみると、「介護側のための医療知識の取得・向上の機会」は“認知症高齢者グルー

プホーム”で48.7％と高くなっている。（表18(2)-a） 

【表18(2)-a 在宅医療・介護連携の推進のために必要なこと（施設別）】 
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問20（１） 看取りに関する加算の届出有無 

《特養、老健、特定施設、認知症高齢者グループホームの施設におうかがいします。》 

施設における「看取り」の状況についておうかがいします。 

看取り介護加算、ターミナルケア加算、医療連携体制加算の届出をされていますか。 

 

看取り介護加算、ターミナルケア加算、医療連携体制加算の届出をしているかについては、

全体では、「届出をしている」が66.7％、「届出をしていない」が22.4％となっている。 

前回調査と比較すると、全体では、概ね前回と同様の傾向となっている。 

施設別でみると、「届出をしている」は“認知症高齢者グループホーム”で76.9％と高く

なっている。（図20(1)） 

【図20(1) 看取りに関する加算の届出有無（施設別）（経年比較）】 
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問20（２） 昨年度で施設内の看取り有無 

昨年度（R3.4～R4.3）において、施設内で「看取り」を行ったことがありますか。 

 

昨年度で施設内の看取りを行ったことがあるかについて、全体では「ある」が55.5％、「な

い」が32.7％となっている。平均の人数は5.7人となっている。 

前回調査と比較すると、全体では概ね前回と同様の傾向となっている。 

施設別でみると、「ある」の割合は“特別養護老人ホーム”“地域密着型特別養護老人ホー

ム”“認知症高齢者グループホーム”“有料老人ホーム”で「ない」割合より高くなっている。

（図20(2)） 

【図20(2)  昨年度で施設内の看取り有無（施設別）（経年比較）】 
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問20（３） 今後の看取りを行うことの課題 

今後の「看取り」を行うにあたっての課題について、あてはまるものすべてに○をつけてく

ださい。 

 

今後の看取りを行うことの課題について、全体では「職員の意識、技術等の向上」が68.8％

で最も多く、次いで「入所者・家族の意識」が49.5％となっている。 

施設別では、「職員の意識、技術等の向上」は“認知症高齢者グループホーム”で79.5％、

「医療機関との連携」も“認知症高齢者グループホーム”で67.9％と高くなっている。（図

20(3)） 

【図20(3) 今後の看取りを行うことの課題（施設別）】 
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